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NEWS RELEASE 
2022年 12 月 22日 

株式会社ブロードバンドセキュリティ 
 
 

 

「Gomez IR サイトランキング 2022」の発表について 
～「ソフトバンク」が総合第 1 位を獲得！～ 

 
株式会社ブロードバンドセキュリティ（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：滝澤 貴志、
以下  当社）は、「Gomez IR サイトランキング 2022」を Gomez のウェブサイト
（https://www.gomez.co.jp/）で発表したことをお知らせします。 
 
世界的な ESG投資の拡大や企業のサステナビリティへの取り組みに対する強い社会的関心
と期待を背景に、サステナビリティ情報に関する世界的な基準の統一化の流れは一段と進
み、国内外でサステナビリティ情報の開示に関する検討が進行しています。なかでも、日本
では気候変動に関する開示と人的資本・多様性等に関する開示について制度化に向けた具
体的な議論が進んでおり、これらの分野を中心に情報発信に先行して取り組む上場企業も
多く見られる状況です。また、2022 年 4 月に始動した東京証券取引所の新市場区分に基づ
き、より高いガバナンス水準が求められるプライム市場に上場する企業においては、英語で
の情報発信の拡充も課題として挙げられています。上場企業においては、社会的関心や期待
に加え、こうした新しい制度や規制の動向も踏まえた積極的で能動的な情報発信がなお一
層求められています。 

 
さらに、2022 年は、コロナ禍による人々の行動習慣や企業活動への影響が、一時的なもの
から、中長期的な視点で在り方を見直す段階にきていると言えるでしょう。企業の株主・投
資家向け広報（以下、IR）活動においては、株主総会、決算説明会等のコロナ禍以前のよう
な大々的な実施を控える状況が続いています。こうした環境下で、ウェブサイトを代替・補
完的に活用して、動画掲載やオンライン開催を積極的に活用した効果的な情報発信の新し
い在り方の模索が続いています。 

 
当社は国内の上場企業が提供する IRサイトの使いやすさや情報の充実度の評価を目的とし
てランキング調査を行っており、今回で 16 回目の発表となります。調査項目は「ウェブサ

https://www.gomez.co.jp/
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イトの使いやすさ」「財務・決算情報の充実度」「企業・経営情報の充実度」「情報開示の積
極性・先進性」の 4 つの切り口から、主要ユーザーである投資家の視点に基づいて設定して
おり、これらを当社アナリストが評価を行い、総合的に優れた IR サイトのランキングを決
定します。 
 
「Gomez IRサイトランキング 2022」上位 10 社は、次のようになりました。 
順位 得点 会社名 前回 

1 位 8.98  ソフトバンク 11位 
2 位 8.92  伊藤忠商事 2 位 
3 位 8.91  コニカミノルタ 1 位 
4 位 8.77  セブン＆アイ・ホールディングス 8 位 
4 位 8.77  中外製薬 8 位 
6 位 8.76  日本ペイントホールディングス 6 位 
7 位 8.71  ＳＯＭＰＯホールディングス 4 位 
8 位 8.70  りそなホールディングス 3 位 
9 位 8.63  みずほフィナンシャルグループ 7 位 

10位 8.43  第一生命ホールディングス 32位 
※「Gomez IR サイトランキング 2022」（2022 年 12 月 22日発表） 
※11 位以下の総合ランキング結果は Gomezのウェブサイトをご覧ください。 
※前回順位は、「Gomez IR サイトランキング 2021」（2021年 12 月 15日発表）に基づきま
す。 
 
【ランキング上位企業の評価理由】 

ソフトバンクが総合第 1位を獲得しました。 
従来から情報量と機能が総合的に充実したウェブサイトでしたが、サステナビリティに関
する新しいトピックに関する情報をいち早く掲載したことで、総合第 1 位に至る高い評価
を獲得しました。「男女間の賃金格差（ジェンダー・ペイ・ギャップ）」といった人的資本
に関する新しい情報もすでに掲載済みです。また、動画掲載も積極的に活用しており、オ
ンラインで個人投資家向け説明会を開催し、ブランドムービー（会社紹介動画）や投資家向
け説明会の動画をウェブサイトで閲覧することができます。株主総会についても、質疑応
答も含めてウェブサイトに動画掲載されています。一方で、サイトパフォーマンス（表示
速度）は大変良好で、ユーザーにストレスを感じさせません。 

 
総合第 2位は、前年に続き、伊藤忠商事となりました。 
豊富な情報量とマネジメントからの強いメッセージ発信の両立を実現させている優れた
ウェブサイトです。企業情報・財務情報はもとより、サステナビリティ情報についても豊富
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な情報量を誇り、経営戦略、株主還元やサステナビリティのアクションプラン等について、
KPI 等の具体的な数字を挙げながら視覚的にも分かりやすく紹介しています。統合レポー
トでは、マネジメントメッセージ等主要なコンテンツは HTML化されています。英語での
情報発信も大変充実しており、日英のミラー対応も実施済みです。 
 
総合第 3位はコニカミノルタとなりました。 
ユーザー視点での様々な工夫が凝らされており、とても使いやすいウェブサイトです。分か
りやすいメニュー構成、タイトルやデザインに加え、充実した検索機能により、必要な情報
にたどりつけるウェブサイトと言って良いでしょう。サイトパフォーマンス（表示速度）も
良好です。財務・業績情報も充実しており、財務数値、各財務諸表や財務補完情報の掲載に
とどまらず、チャートジェネレータを搭載し、過去 10 年分のデータのダウンロードも可能
です。 

 
 
【総評と IR サイトのトレンド】 

・333 社を 2022 年「IRサイト優秀企業」に選定 
「Gomez IR サイトランキング 2022」のノミネート企業 378 社のウェブサイトのうち総合
得点 6.00点以上に贈られる「IR サイト優秀企業」に、本年は 333 社が選定されました。「IR
サイト優秀企業」への選定企業数は、前年の 305 社から 333 社と大幅増となり、情報発信
に取り組む企業の積極的な姿勢が鮮明に反映された結果と言えるでしょう。 

 
本年の傾向としては、幅広いステークホルダーに直感的にわかりやすく企業概要や事業内
容を伝える動画や主要数値を用いた説明の導入が進んでいる点が挙げられます。また、ス
キルマトリックスが契機となり、基礎的な役員に関する情報について情報が充実した企業
も多く見られました。注目度の高いサステナビリティ情報については、引き続き具体的な
メニューやページを新たに設ける企業が増えています。一方で、発信情報が増加しつつも
ファインダビリティ（情報の見つけやすさ）を確保するために、関連リンクやフッターナビ
ゲーションを活用する等の様々な細やかな工夫が施されています。Cookie ポリシーや同意
管理への対応も前年に続き拡大中です。 

 
また、本年の「Gomez IR サイトランキング」では、コロナ禍や ESG 投資の拡大といった
社会的背景を踏まえ、代替・補完的手段としての動画の掲載をより重要視し、主要なサステ
ナビリティ情報の掲載についても前年に引き続き評価項目として積極的に採用しています。 
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・メニューやナビゲーションに関する工夫や検索機能の強化 
企業のウェブサイトは、スマートフォンをはじめ様々なデバイスへの対応等、社会的トレンド
やユーザーの使い勝手の観点から細やかな改良に継続的に取り組んでいます。 
今回のノミネート企業（378社）において、メニュー構造により同一階層コンテンツの横移動
ができる企業は 351 社（92.9％）、パンくずリストにより現在位置確認と上位階層への移動が
できる企業は 373 社（98.7％）となっており、ほぼ全ての企業が達成している状況です。さら
に、半数以上の 194 社（51.3％）がページ下部に関連リンクを設置し、ウェブサイト内での
ユーザーの回遊を促しています。必要な情報にたどりつきやすい導線の確保の一助として、サ
イトマップやフッターナビゲーションを掲載する企業も、それぞれ 337 社（89.2％）、294 社
（77.8％）となりました。 
検索機能については、機能を搭載するだけではなく、検索結果の絞り込みや並べ替えといった
目的の情報を探しやすくするための機能強化が図られています。検索キーワードのオートサ
ジェスト機能を実装している企業も 214 社（56.6％）と過半を超えています。 
 
・ウェブサイトを活用した株主総会や個人投資家向けセミナー等に関する情報発信 
いまだ続くコロナ禍において、企業は従来のような株主総会や決算説明会等の開催を控え
る状況が続いています。こうした環境下で、ウェブサイトを代替・補完的に一時活用する
傾向から、より積極的に活用しようとする企業姿勢が見られます。例えば、株主総会の動
画配信を実施する企業は 147 社（38.9％）と、大幅に増加した前年よりさらに 10 社以上
増加しました。さらに、36 社（9.5％）の企業は、質疑応答のパートも動画配信していま
す。また、動画だけでなく、説明資料や質疑応答の記録を掲載する企業も総じて増加傾向
にあります。 
オンラインでの個人投資家向けセミナーを開催する企業は、前年の 101 社（26.8％）から
120 社（31.7％）と大幅増です。株主向けイベントについても、リアルでの開催が長らく
延期・中止されていましたが、オンラインイベントとして企画を変えて開催・再開する
ケースが多く見られました。 
 
・サステナビリティ情報の拡充 
グローバルメニューに、「サステナビリティ」「ESG」等のメニューを有する企業は 318
社（84.1％）にのぼります。TCFDのガイドラインに沿った情報開示を掲載している企業
はすでに 170 社（45.0％）と、先行して情報発信に取り組む企業姿勢が明確です。スキル
マトリックスを掲載している企業は 123 社（32.5％）にとどまりますが、代表取締役の経
歴を掲載している企業が、前年の 226 社（59.9％）から 246 社（65.1％）に増加する等、
基礎的な役員に関する情報を見直し、掲載情報の拡充を図る傾向が見られます。 
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人的資本に関連する情報としては、すでに人材育成に関する方針を掲載している企業が
286 社（75.7％）となっています。なかでも、女性管理職比率（時系列データ）を掲載す
る企業は、前年の 165 社（43.8％）から 204 社（54.0％）と大幅増となりました。 
 
・英語による情報発信の充実 
プライム市場銘柄を中心に積極的な英語による情報発信の充実が期待されるなか、ウェブ
サイトにおいては、会社概要や経営理念等の基礎的な情報及び TCFDやスキルマトリック
スといった注目度の高い最新トピックに関する情報の両面で、情報発信が一気に進行して
います。 
「At a glance」「Overview」等と称されることの多い海外企業や海外ウェブサイトでよく
採用されるスタイルでの会社概要を掲載する企業は、前年の 122 社（32.4％）から 171 社
（45.2%）と大幅増です。海外ウェブサイトで馴染みのある主要数値を用いて会社概要を
紹介するスタイルもよく用いられます。過半を超える 215 社（56.9％）の企業が Mission
や Purposeについても英語で説明しています。スキルマトリックスを掲載している企業及
び TCFD ガイドラインに沿った情報掲載をしている企業は、それぞれ 96 社（25.4％）、
161 社（42.6％）です。 

 
 

【トピックス】 
 
（1） IR サイト優秀企業 2022 
IR サイト優秀企業：金賞（全 26 社） 
得点 企業名  得点 企業名 

8.98  ソフトバンク  8.92  伊藤忠商事 
8.91  コニカミノルタ  8.77  セブン＆アイ・ホールディングス 
8.77  中外製薬  8.76  日本ペイントホールディングス 
8.71  ＳＯＭＰＯホールディングス  8.70  りそなホールディングス 
8.63  みずほフィナンシャルグループ  8.43  第一生命ホールディングス 
8.36  アルトナー  8.34  ベネッセホールディングス 
8.33  日産化学  8.32  日本電気 
8.29  ＪＦＥシステムズ  8.27  双日 
8.23  アドバンテスト  8.16  富士電機 
8.15  ＴＩＳ  8.10  ダスキン 
8.07  ミネベアミツミ  8.04  カプコン 
8.03  積水化学工業  8.03  リンテック 
8.02  三井住友フィナンシャルグループ  8.00  ニコン 
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IR サイト優秀企業：銀賞（全 164 社） 
得点 企業名  得点 企業名 

7.98  ソフトバンクグループ 
 

7.97  コンコルディア・フィナンシャル
グループ 

7.96  豊田通商 
 

7.96  ジーエス・ユアサ コーポレー
ション 

7.95  トーセイ  7.92  三菱瓦斯化学 
7.91  日本新薬  7.91  ヤマハ発動機 
7.91  ＫＤＤＩ  7.90  日本郵船 
7.89  京浜急行電鉄  7.89  テクノプロ・ホールディングス 
7.88  大建工業  7.88  森永乳業 
7.87  清水建設  7.85  Ｔ＆Ｄホールディングス 
7.85  ＩＮＰＥＸ  7.85  東急不動産ホールディングス 
7.83  三井住友トラスト・ホールディングス  7.83  ヤマトホールディングス 
7.81  昭和電工  7.81  ＵＡＣＪ 
7.80  ＴＯＫＡＩホールディングス  7.78  セイコーエプソン 
7.77  東レ  7.77  リコーリース 
7.76  キリンホールディングス  7.75  オリエンタルランド 
7.73  ＭＳ＆ＡＤインシュアランスグルー

プホールディングス 
 

7.72  インターネットイニシアティブ 

7.71  三菱重工業  7.71  ヒューリック 
7.70  丸井グループ  7.69  明治ホールディングス 
7.69  三井不動産  7.69  日本碍子 
7.69  東京海上ホールディングス  7.68  クレスコ 
7.68  アサヒグループホールディングス  7.67  野村不動産ホールディングス 
7.67  荏原製作所  7.66  ＴＤＫ 
7.65  タカラトミー  7.64  ブラザー工業 
7.63  三和ホールディングス  7.62  ニッスイ 
7.62  三菱商事  7.62  資生堂 
7.61  オリンパス  7.61  ＡＮＡホールディングス 
7.59  デクセリアルズ  7.59  稲畑産業 
7.57  商船三井  7.57  ＳＢテクノロジー 
7.57  ナブテスコ  7.57  帝人 
7.56  サイバーエージェント  7.53  サンゲツ 
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7.53  三越伊勢丹ホールディングス 
 

7.53  パン・パシフィック・インターナ
ショナルホールディングス 

7.52  味の素  7.51  関西電力 
7.51  東京エレクトロン  7.50  ＮＥＣネッツエスアイ 
7.50  日産車体  7.50  東芝 
7.49  大和証券グループ本社  7.49  野村ホールディングス 
7.49  メディカル一光グループ  7.48  住友金属鉱山 
7.47  アコム  7.47  ダイセル 
7.47  日本航空  7.46  ＥＮＥＯＳホールディングス 
7.46  栗田工業  7.45  ＬＩＸＩＬ 
7.45  ブロードリーフ  7.43  レオパレス２１ 
7.43  スカパーＪＳＡＴホールディングス  7.42  イオン 
7.42  セガサミーホールディングス  7.41  日本電信電話 
7.41  タムロン  7.40  アイネット 
7.40  住友化学  7.40  島津製作所 
7.39  サッポロホールディングス  7.39  住友ファーマ 
7.39  ブリヂストン  7.39  ＢＩＰＲＯＧＹ 
7.38  曙ブレーキ工業  7.38  三井物産 
7.37  日本電産  7.37  住友商事 
7.36  イオンディライト  7.36  キヤノン 
7.35  ジーテクト  7.35  富士フイルムホールディングス 
7.35  日本化薬  7.33  ライオン 
7.33  パーク２４  7.32  三井化学 
7.32  セイコーグループ  7.32  東京瓦斯 
7.32  綜合警備保障  7.32  グローリー 
7.32  日立物流  7.31  丸紅 
7.31  大阪瓦斯  7.30  リコー 
7.30  ダイドーグループホールディングス  7.29  ゆうちょ銀行 
7.29  カルビー  7.28  沖電気工業 
7.28  Ｊ－オイルミルズ  7.28  日本光電工業 
7.28  日本郵政  7.27  シスメックス 
7.25  富士通  7.25  日清食品ホールディングス 
7.24  川崎汽船  7.24  かんぽ生命保険 
7.24  太陽誘電  7.24  シチズン時計 
7.23  オリックス  7.21  日本取引所グループ 
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7.21  あおぞら銀行  7.20  サトーホールディングス 
7.20  エスプール  7.19  大塚ホールディングス 
7.17  第一三共  7.17  トクヤマ 
7.17  コンドーテック  7.17  村田製作所 
7.17  不二製油グループ本社  7.16  マルハニチロ 
7.14  東京建物  7.14  ハウス食品グループ本社 
7.13  ヤマハ  7.12  ニチレイ 
7.12  ＳＣＳＫ  7.11  平和不動産 
7.11  ソディック  7.11  ＳＵＢＡＲＵ 
7.10  伊藤忠テクノソリューションズ  7.09  伊藤園 
7.08  イトーキ 

 
7.07  三菱ＵＦＪフィナンシャル・グ

ループ 
7.05  エア・ウォーター  7.05  凸版印刷 
7.04  カゴメ  7.04  セコム 
7.04  トプコン  7.04  オエノンホールディングス 
7.03  ＵＢＥ  7.03  アステラス製薬 
7.03  西武ホールディングス  7.03  三菱電機 
7.03  アマダ  7.03  伊藤忠エネクス 
7.02  三菱ケミカルグループ  7.02  ダイフク 
7.02  ジャムコ  7.01  丸文 

 
IR サイト優秀企業：銅賞（全 143 社） 
 Gomezのウェブサイトをご覧ください。 

 
（2）ランキングアップ企業 
今回の IRサイトランキングにおいても、ウェブサイトのリニューアル、コンテンツの拡

充や新規機能の追加等により、前回調査と比較して格段に充実した IR サイトが数多く見ら
れました。そのなかでも特に大きくスコアを伸ばした企業は次の通りです。 

 
前回調査からスコアを大きく伸ばした企業        
前回比 得点 企業名 

+1.15 8.29 ＪＦＥシステムズ 
+0.88 6.82 ミライト・ワン 
+0.82 7.97 コンコルディア・フィナンシャルグループ 
+0.78 7.50 ＮＥＣネッツエスアイ 
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+0.75 8.36 アルトナー 
+0.74 7.59 デクセリアルズ 
+0.74 8.23 アドバンテスト 
+0.73 5.83 東リ 
+0.72 7.51 関西電力 
+0.71 7.62 ニッスイ 

 
（3）業種別ランキング第 1位企業 

業種 得点 企業名  業種 得点 企業名 
水産・農林業 7.62 ニッスイ  その他製品 8.03  リンテック 
鉱業 7.85 ＩＮＰＥＸ  電気・ガス業※ 7.51  関西電力 
建設業 7.87 清水建設  陸運業 7.89  京浜急行電鉄 
食料品※ 7.88 森永乳業  海運業 7.90  日本郵船 
繊維製品 7.77 東レ 

 
空運業 7.61  ＡＮＡホールディ

ングス 
化学 8.76 日本ペイントホール

ディングス 
 
倉庫・運輸関連
業 

－ 該当なし 

医薬品 8.77 中外製薬  情報・通信業 8.98  ソフトバンク 
石油・石炭製品 7.46 ＥＮＥＯＳホールディ

ングス 
 
卸売業 8.92  伊藤忠商事 

ゴム製品※ 7.39 ブリヂストン 
 
小売業 8.77  セブン＆アイ・ホー

ルディングス 
ガラス・土石製
品 

7.69 日本碍子 
 
銀行業 8.70  りそなホールディ

ングス 
鉄鋼 6.47 共英製鋼 

 
証券・商品先物
取引業※ 

7.49  
 
大和証券グループ
本社 

非鉄金属 7.81 ＵＡＣＪ 
 

野村ホールディン
グス※ 

金属製品※ 7.63 三和ホールディングス 
 
保険業 8.71  ＳＯＭＰＯホール

ディングス 

機械※ 7.71 三菱重工業  その他金融業 7.77  リコーリース 
電気機器 8.91 コニカミノルタ  不動産業 7.95  トーセイ 
輸送用機器 7.91  ヤマハ発動機  サービス業※ 8.36  アルトナー 
精密機器※ 8.00  ニコン     
※前回調査から第 1 位企業の変更があった業種 
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【調査概要】 

 

調査期間 
 2022年 9 月 1日～2022年 11月 30 日まで 
 ランキング結果は、2022年 10月 1日時点の各サイトに基づいています。 

調査対象  2022年 10 月 1 日時点の国内証券取引所上場企業 

調査範囲 
 IR 情報、ならびに会社情報やサステナビリティ情報が掲載されたページを調査 
 採用サイト、商用サイト、製品・ブランドサイト等は、評価範囲から除外 

調査手順 

 上記の調査対象企業について、約 12 項目の予備調査を行い、一定基準を満たす企
業（378 社）を最終調査にノミネート。 

 ノミネート企業を 234 の調査項目からなるスコアカードに基づいて、当社のアナ
リストが実際にウェブサイトを使用しながら調査を行い、総合ランキングを決定。 

 総合得点 6.00 以上を IR サイト優秀企業として選定（2022 年調査では 333 社が該
当）。 

 
【評価方法】 

 
カテゴリ名称 評価内容 

ウェブサイトの使いやすさ IR 情報を提供するウェブサイト全体のユーザビリティを評価する
カテゴリです。情報の見つけやすさや各コンテンツの見やすさ・使
いやすさ、ウェブアクセシビリティ基準への対応状況等を総合的
に評価します。 

財務・決算情報の充実度 財務や決算に関する情報量を評価するカテゴリです。ウェブサイ
ト上に掲載されたディスクロージャ資料や説明会情報など、主に
業績を中心とする定量的な情報の充実度を総合的に評価します。 

企業・経営情報の充実度 企業や経営に関する情報量を評価するカテゴリです。会社情報、経
営戦略、コーポレートガバナンスやサステナビリティなど、企業に
関する定性的な情報の充実度を総合的に評価します。 

情報開示の積極性・先進性 基本情報の一歩先を進んだ情報開示を評価するカテゴリです。個
人投資家向け情報や英語による情報発信などのコンテンツ面、動
画・音声配信、ソーシャルメディア、スマートフォン対応などの機
能面の両面から評価します。 
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【Gomez について】 
Gomez は、インターネット上で提供されるサービスを中立的な立場から評価・分析し、イ
ンターネット利用者の利便性向上とEコマース市場などの拡大に貢献するための情報提供・
企業向けのアドバイスを目的とし、消費者・企業双方に対して利益となる情報を掲載してい
ます。 
Gomez を運用するゴメス・コンサルティング本部は、BBSec が 2021年 7月にモーニング
スター株式会社より事業継承しております。 
 
【BBSecについて】 
BBSec は、IT セキュリティの診断・運用・保守・デジタルフォレンジックを手掛けるトー
タルセキュリティ・サービスプロバイダーです。「日本の IT ネットワークを世界一堅牢に
する」をコンセプトに、2000 年 11 月の設立以来、高い技術力と豊富な経験、幅広い情報収
集力を生かし、大手企業、通信事業者から IT ベンチャーに至るまで、様々な企業の IT サー
ビスをセキュリティ面でサポートしています。 
 
【本リリースに関するお問い合わせ】 
株式会社ブロードバンドセキュリティ 経営企画部 
TEL：03-5338-7430  E-mail：press@bbsec.co.jp 
 
【本サービスに関するお問い合わせ】 
株式会社ブロードバンドセキュリティ ゴメス･コンサルティング本部 森澤 
TEL：03-5338-7436  E-mail：gomez-info@gomez.co.jp 
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